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・
質
問　

市
制
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
半
世
紀
、
当
市
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
わ
り
、
市
政
に
つ

い
て
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

昨
年
六
月
、
河
田
新
市
長
が
誕

生
し
、
今
年
度
を
乗
り
越
え
つ
つ
、

目
下
、
新
年
度
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
う
。

　

今
後
も
市
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
市
政
運
営
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
新
市
長
の

新
年
度
へ
向
け
た
基
本
的
な
方
針

を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
当
初
予

算
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
伺
う
。

・
答
弁
（
市
長
・
総
務
部
長
）

　

就
任
時
申
し
上
げ
た
私
の
市
政

運
営
方
針
は
、
平
成
十
九
年
度
が
、

実
質
的
な
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。

　

私
の
行
政
運
営
は
、
市
民
参
加

で
あ
り
、
政
策
立
案
過
程
へ
の
市

民
参
加
、
行
政
評
価
制
度
の
構
築
、

そ
し
て
地
域
力
の
向
上
を
三
本
の

柱
と
す
る
。
市
政
は
、
即
ち
市
民

の
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
現
在
の

課
題
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
市
民

も
そ
の
福
利
を
享
受
で
き
る
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
本
市
の
財
政

状
況
に
一
定
の
理
解
を
さ
れ
て
き

・
質
問　

羽
生
駅
が
橋
上
化
さ
れ
、

西
口
広
場
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
ホ

テ
ル
、
飲
食
店
等
も
で
き
、
市
民

か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
駅
近
辺
に
公
衆
ト
イ

レ
が
な
く
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

環
境
面
か
ら
も
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
平
成
十
四
年
以
降
、
都

市
公
園
で
、
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ

れ
て
い
な
い
場
所
が
、
四
ヶ
所
あ

る
。
以
前
、
計
画
的
に
順
次
水
洗

化
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
財
政
が
厳
し
い
と
は
い
え
、

工
夫
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
答
弁
（
都
市
整
備
部
長
）

　

現
在
、
羽
生
駅
近
辺
に
は
公
衆

ト
イ
レ
が
な
く
、
東
武
及
び
秩
父

鉄
道
の
理
解
を
得
て
、
駅
構
内
の

ト
イ
レ
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

現
在
、
平
成
十
九
年
度
予
算
編

成
中
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の
新
設
に

つ
い
て
は
、
予
算
査
定
の
中
で
判

断
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
設
置
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
駅
前
交
番
の
北
側
の
土
地
を

検
討
し
て
い
る
。

　

次
に
、
都
市
公
園
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
順

次
水
洗
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ

て
い
な
い
公
園
は
、
栃
木
西
公
園

を
含
め
、
四
ヶ
所
あ
る
。

こ
れ
ら
の
公
園
ト
イ
レ
の
水
洗
化

は
、
市
全
体
の
財
政
健
全
化
の
た

め
に
行
財
政
改
革
を
最
優
先
で
進

め
よ
う
と
す
る
中
、
や
む
を
得
ず

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
新

年
度
予
算
編
成
の
中
で
調
整
し
て

い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
資
源
ご
み
回
収
品
目
の
拡
大
に

つ
い
て

・
小
動
物
の
火
葬
場
建
設
に
つ
い

て

た
も
の
と
思
う
。
今
後
は
、
政
策

立
案
へ
の
市
民
参
加
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
新
年
度
予
算
編
成
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
特
別

職
の
給
料
等
の
カ
ッ
ト
の
継
続
、

一
般
職
員
の
給
与
構
造
改
革
の
実

施
、
民
間
委
託
や
事
務
事
業
の
見

直
し
等
の
行
財
政
改
革
に
引
き
続

き
取
り
組
む
。

　

第
二
に
、
岩
瀬
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
中
央
工

区
を
見
直
し
後
の
施
工
区
域
と
す

る
べ
く
、
今
後
も
地
域
住
民
の
方

と
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

　

第
三
に
、
道
の
駅
整
備
事
業
と

し
て
、
現
在
国
で
建
設
中
の
水
防

セ
ン
タ
ー
の
建
物
費
用
の
一
部
負

担
を
行
い
、
飲
食
施
設
や
物
販
施

設
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
地
域
振
興

施
設
を
建
設
す
る
。
管
理
運
営
は

指
定
管
理
者
制
度
を
利
用
し
、
本

年
夏
に
は
開
業
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
羽
生
市
全
体
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
、
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
出
店
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
周
辺
道
路
整
備
事
業
を

重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

羽
生
駅
ト
イ
レ
の
整
備
と
都
市
公
園

ト
イ
レ
の
水
洗
化
促
進
に
つ
い
て

蜂
須　

直
巳
議
員

市
政
運
営
に
つ
い
て

松
本　

敏
夫
議
員
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